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嬬恋郷土資料館「友の会」（小林勝太郎会長）では、本年下半期も様々なイベントを企画、活発

な活動を繰り広げてまいりました。今回の「友の会だより」では、上半期同様、下半期のイベン

トや活動の模様をダイジェストとして紹介します。

＝＝＝＝＝＝＝ ☆ ☆ ＝＝＝＝＝＝＝

6月 12日にスタートした企画展「消えた硫黄鉱山」（8月 22日～8月 31日は展示替え
などのため休みました）が 10月 25日、好評のうちに終了しました。

かつて、豊かな硫黄鉱床に恵まれていた嬬恋村には、小串、

吾妻、石津など硫黄採掘の鉱山がいくつもありました。それは江

戸時代から、各鉱山が閉山された昭和 40年代半ばまで続き、
全盛期の昭和 35年には鉱山人口は 3500人余を数えるほどでし
た。そして、明治以降の日本の近代化や、戦後日本の復興に大

きく貢献したのです。

◇

村としても初めての硫黄鉱山展。かつて全盛期、

鉱山（やま）の男やその家族たちは、小串に、吾妻

に、石津にと、村内有数の集落をつくり、そこを生

活の基盤としてきました。硫黄鉱山展が始まると、入場者も徐々に増え、県

内外から「かつて小串鉱山にいましてねえ…」とか「吾妻鉱山の小学校の教

師をしていました…」などという人が相次いで来館。削岩機の実物や硫黄の

塊などの展示物にじっと見入る人、

かつて自分がいた鉱山で作られた

文集やアルバムを感慨深げに繰り

ながら、同行した家族に身振りを

交えながら説明する人、それぞれ

が若かりしころを思い起こしなが

ら、郷愁にかられているようでし

た。

◇



そうした中、9月 17日には関連イベントとして、同資料館二階視聴覚室で、「小串鉱山地滑り
災害を語る会」が開かれました。これには、今年 97歳の高木高四郎さんが出席、昭和 12年に起
きた地滑り災害の模様を、実際現場にいた当事者ならではの生生しい描写を交えながら語ってく

れました。
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平成 27年度の「友の会」村外研修が 10月 21日、小林勝太郎会
長、資料館の黒岩修二館長ら 21人が参加して実施され、新潟・糸
魚川市にある「糸魚川世界ジオパーク」と長野・信濃町の「野尻湖

ナウマン象博物館」を訪ねました。

まず糸魚川世界ジオパークでは、ドイツの地質学者エドモント・


